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◎
祝
日
等
の
ご
み
収
集

　
　
　

月　

日
豺
は
振
替
休

１１

２４

　

日
で
す
が
、
ご
み
の
収
集

　

は
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。
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東
京
都
水
道
局
で
は
、
地
震

等
の
災
害
の
発
生
に
よ
り
水
道

が
出
な
く
な
っ
た
場
合
に
備
え
、

応
急
給
水
の
配
布
場
所
の
整
備

を
し
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

時
に
た
め
に
、
近
く
の
給
水
拠

点
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

災
害
時
に
お
い
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
自
ら
迅
速
に
応
急
給

水
を
行
え
る
よ
う
、
施
設
用
地

内
に
応
急
給
水
エ
リ
ア
を
区
画

し
、
そ
こ
に
専
用
の
給
水
栓
を

整
備
し
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
も

１
人
あ
た
り
１
日
３
�
３
日
分

を
目
安
に
飲
料
水
を
備
蓄
し
、

自
ら
も
災
害
に
備
え
る
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

▽
所
在
地　

�
上
北
台
浄
水
所 

上
北
台
１

│　

│
１

８０１
�
東
大
和
給
水
所 

桜
が
丘
３

│　
４４

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
２
ま
で
。

　

年
内
処
理
の
申
込
期
限
及
び

申
込
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
粗
大
ご
み　

申
込
期
限　
　
１２

月　

日
貊
／
申
込
先　

粗
大
ご

１２
み
受
付
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―

０４２

５６２

６
５
０
０
へ
。

▽
く
み
取
り
式
便
所
の
し
尿
く

み
取
り　

申
込
期
限　
　

月　
１２

１２

日
貊
／
申
込
先　

ご
み
対
策
課
・

内
線
１
２
４
１
ま
で
。

▽
浄
化
槽
の
清
掃　

申
込
期
限

　

月
８
日
豺
／
申
込
先　

ご
み

１２対
策
課
・
内
線
１
２
４
１
ま
で
。

※
申
込
状
況
に
よ
り
、
年
内
処

理
が
出
来
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
食
器

（
新
品
・
中
古
）
を
回
収
し
、 

希
望
者
に
無
料
で
お
譲
り
し
ま

す
。

▽
日
時　
　

月
〜
平
成　

年
３

１１

２７

月
の
毎
週
木
曜
日
（
平
成　

年
２７

１
月
１
日
は
除
く
）
午
前　

時
１０

〜
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
１
階
市
民
ロ

ビ
ー

▽
品
目　

ガ
ラ
ス
製
・
陶
磁
器

製
の
食
器
（
割
れ
て
い
て
も
回

収
し
ま
す
。
き
れ
い
に
洗
っ
て

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

今号の主な記事
  平成 25年度決算の概要  ………………2・3面
平成 26年度行政評価の内容を公表  ……4面
子ども家庭支援センター
　　「かるがも」からのお知らせ  ……4面
市税の納期内納付にご協力ください  …5面
 情報マップ・医師会コーナー  ………６・７面
 市民記者レポート・ハミングホール  …8面

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
�
た
ち
の
人
気

投
票
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

行
う
『
ゆ
る
キ
ャ
ラ
�
グ
ラ
ン

プ
リ
２
０
１
４
』
に
初
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
�
う
ま
べ
ぇ
�
を
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
ご
当
地
キ
ャ
ラ
部
門
順
位　

　

位
／
１
１
６
８
体
中

１３６※
多
摩
地
区
で
は
、
２
番
目
で

し
た
。

▽
総
合
順
位　
　

位
／
１
６
９

１７８

９
体
中

■
�
う
ま
べ
ぇ
�
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ス
タ
ン
プ
（
有
料
）
が
登
場　
!!

　

通
信
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

で
�
う
ま
べ
ぇ
�
の
ス
タ
ン
プ

（
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
イ
ラ
ス
ト
化

し
た
も
の
）
が
販
売
中
で
す
。

▽
購
入
方
法　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
ト

ア
で
�
う
ま
べ
ぇ
�
を
検
索

▽
価
格　
　

円
１００

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
産
業

振
興
課
・
内
線
１
０
７
４
ま
で
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら

２４

　

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し

２８た
「
東
大
和
市
第
４
次
行
政
改

革
大
綱
推
進
計
画
」
に
よ
り
、

行
政
改
革
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成　
２５

年
度
の
主
な
取
り
組
み
と
成
果

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
行
政
管
理
課
（
市

役
所
４
階
）
及
び
市
政
情
報
コ

ー
ナ
ー
（
市
役
所
３
階
）
で
の

閲
覧
、
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

行
政
管
理
課
・
内

線
１
４
４
１
ま
で
。

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
は
、

自
然
災
害
や
国
民
保
護
に
関
す

る
情
報
な
ど
、
対
処
に
時
間
的

余
裕
が
な
い
事
態
が
発
生
し
た

場
合
に
、
国
が
市
の
防
災
行
政

無
線
を
自
動
起
動
し
、
緊
急
情

報
を
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日
貊
午
前　

１１

２８

１１

時
頃

▽
放
送
対
象
地
域　

市
内
全
域

▽
放
送
内
容　

市
内　

か
所
の

５２

防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
次
の
内
容
が
放
送
さ
れ
ま

す
。「
〜
チ
ャ
イ
ム
〜
こ
れ
は
、

テ
ス
ト
で
す（
３
回
繰
り
返
し
）。

こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
東
大
和

で
す
〜
チ
ャ
イ
ム
〜
」

※
当
日
の
午
前　

時　

分
頃
、

１０

４５

防
災
行
政
無
線
と
東
大
和
市
安

全
安
心
情
報
送
信
サ
ー
ビ
ス
で

訓
練
実
施
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
こ
の
訓
練
は
国
が
全
国
を
対

象
に
実
施
す
る
も
の
で
、
他
の

地
域
で
も
同
様
に
行
わ
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
２
ま
で
。

ご
み
有
料
化
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
 

　
主
な
質
問
と
そ
の
回
答
を
ご
紹
介
し
ま
す
 

第
4
次
行
政
改
革
大
綱
推
進
計
画

主
な
行
政
改
革
の

　
　
取
組
と
成
果
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１１
 月
 28
 日
 （金）
 
午
前
 11
 時
頃
　
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
ま
す
 

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
J
ア
ラ
ー
ト
）

　
　
　
　
　
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

ご存じですか 

応急給水拠点 

▲上北台浄水所 

ゆ
る
き
ゃ
ら
　
グ
ラ
ン
プ
リ

”う
ま
べ
ぇ
“
の
 

応
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
 

まちの歴史に学び

　好ましい伝統を育て 

子孫に引きつぎましょう

〔東大和市市民憲章（抄）〕

家庭廃棄物有料化・戸別収集 
に関するお問合せは、 

042－511－0753へ 

【設置期間】11月28日（金）まで 

コールセンター 

11月 日 月 火 水 木 金  土 
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

・・・午前8時30分～午後5時 
＜開設時間＞ 

※期間後は、ごみ対策課（内線1241）までお問い合わせください。 ▲スタンプ見本

平成 25年度における主な行政改革の取り組みと成果

  1 市民サービスの充実
○ 土曜開庁における取扱業務を 1項目追加
○ 市税のモバイルレジによる納付の導入準備
○ 市公式フェイスブックページの導入準備

  2 市民参加と協働の推進
○ 自治基本条例に関する市民懇談会の実施
○   「市長と語ろう会」（タウンミーティング）を開催
○ 地域における自主防災組織化の推進（ 2 団体増、平成 25年度末現在  
　 34団体）
○道路清掃について地域団体等 15団体の協力を得た。

  3 効率的・効果的な行政運営
○ 新学校給食センターの調理業務等を民間委託化する方針を決定
○ 行政評価として、市全体で 425事務事業を評価。また、市民による外
　 部評価を試行的に実施
○ 職員の査定昇給を前提とした人事評価を実施

  4 財政健全化の推進
○ 市有地の売却（142,713千円）
○ 負担金、補助金等の見直し（△ 12,477千円）
○ 事務管理経費（旅費・交際費他）の節減（△ 12,359千円）
○ 各種業務委託の見直し（△ 11,099千円）
○財政調整基金の積立（318,551千円）

〝うまべぇ〟出没情報 東大和スイーツウォーキング（参加申込みは終了）のゴール（東大和市駅前）でお出迎えをしています／
日時 　11月 22日（土）の午前 11 時～午後 4 時の間で3 回程度／問合せ　産業振興課・内線1074まで

粗
大
ご
み
・
し
尿
等
 

年
内
処
理
の
 

　
申
込
み
は
 

　
　
　
お
早
め
に
 

質問の多かった事項とその回答

○収集時間は、どのようになっていますか？
　朝 8 時から収集していますが、収集品目や収集量により時間が変
動します。円滑な収集のため、朝 8 時までに排出してください。
○枝木は、どのように出せばよいですか？
　無料での回収は、次のことを満たす場合です。
　①直径 10 cm 未満、長さ 50 cm 未満にする。
　②片手で持てる程度に、ひもでしばり束ねる。
　③ 2～ 3束ずつ、数回に分けて出す。
※次の場合は、有料での粗大ごみ収集となります。
　①直径 10 cm 以上、40cm未満のもの
　②長さ 50 cm 以上、180cm未満のもの
※次の場合は、市では回収（処理）出来ません。
　①直径 40cm以上のもの
　②長さ 180cm以上のもの
○パソコンやテレビ等は、どのように出せばよいですか？
　テレビ、エアコン、冷蔵庫、洗濯機（家電 4 品目）やパソコンに
ついては、それぞれ法に基づく処理を行うため、市では回収及び処
理を行っていません。購入店舗へ依頼するか、回収業者を紹介しま
すので、お問い合わせください。
○スプレー缶類や有害ごみは、いつ出せますか？
　毎月 1 回目の「かん・びん」の日は、スプレー缶類を、毎月 2 回
目の「かん・びん」の日は、ライター、乾電池、体温計、蛍光管を、
それぞれ袋（透明または半透明の袋）を分けて出してください。
なお、不燃ごみの日に収集はしていませんので、ご注意ください。
○不法投棄された場合は、どのように対処すればよいですか？
　分別をしていただき、透明または半透明の袋に入れて、「不法投
棄」と明記してください。なお、排出する際は確認のため、ごみ対
策課（内線 1241）まで事前に連絡をお願いします。

リ
ユ
ー
ス
活
動
 

不
用
食
器
回
収
・

　
　
　
無
料
配
布

��������������������������������
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平
成　

年
度
の
決
算
が
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し

２５

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
１

年
間
の
収
入
（
歳
入
）
は
、約
四
七
五
億
五
二
六
万

円
で
前
年
度
比　

％
の
増
と
な
り
、
支
出
（
歳
出
）

１.１

は
、約
四
五
八
億
二
三
四
万
円
で
前
年
度
比　

％
の

１.０

増
と
な
り
ま
し
た
（
表
１
参
照
）。

�
お
問
合
せ
は
、
財
政
課
・
内
線
１
４
３
１
ま
で
。

平
成 

25 

年
度 

　
　
決
算
の
概
要 

　

前
年
度
に
比
べ
、
歳
入
は　
０.８

％
の
増
、
歳
出
は　

％
の
増
と

０.３

な
り
ま
し
た
。
歳
入
か
ら
歳
出

を
差
し
引
き
、
翌
年
度
へ
の
繰

越
財
源
を
除
い
た
実
質
収
支
額

は
、
約
一
三
億
二
、
七
八
六
万

円
と
な
り
ま
し
た（
表
２
参
照
）。

【
歳
入
】

　

市
税
は
、
法
人
市
民
税
が
実

効
税
率
の
引
下
げ
等
に
伴
い
減

額
と
な
り
ま
し
た
が
、
税
率
改

◎
地
方
財
政
状
況
調
査

一
般
会
計
の
 

　
 
決
算
の
概
要

正
に
よ
り
市
た
ば
こ
税
が
増

額
と
な
り
、
全
体
で
は
前
年

度
比
で
微
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通

交
付
税
は
、
前
年
度
と
同
水

準
の
額
と
な
り
ま
し
た
が
、

特
別
交
付
税
の
減
額
に
よ
り
、

全
体
で
は
前
年
度
比
で　

％
０.８

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
制
度
改

正
に
伴
う
児
童
手
当
負
担
金

の
増
額
や
公
立
学
校
施
設
整

備
費
負
担
金
等
が
皆
増
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度

比　

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

１.４

　

都
支
出
金
は
、
主
に
障
害

者
自
立
支
援
給
付
費
等
負
担

金
及
び
保
育
所
緊
急
整
備
事

業
補
助
金
が
増
額
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
比　
５.９

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

※
歳
入
の
内
訳
は
下
図
・
表

の
「
歳
入
」
参
照
。

【
歳
出
】

　

民
生
費
は
、
歳
出
全
体
の

半
分
以
上
の
額
と
な
り
、
障

害
が
あ
る
方
の
自
立
支
援
給

付
費
や
待
機
児
童
対
策
と
し

て
保
育
園
定
員
増
に
係
る
経

費
等
の
増
に
よ
り
、
前
年
度

比　

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

０.７

　

総
務
費
は
、
財
政
調
整
基

金
へ
の
積
立
て
や
東
京
都
知

事
選
挙
の
執
行
等
に
よ
り
、

前
年
度
比　

・
６
％
の
増
と

２２

な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
に
つ
い
て
は
、
平

成　

年
度
に
完
了
し
た
小
学

２４
校
の
冷
房
設
備
の
設
置
や
、

小
・
中
学
校
の
体
育
館
の
耐

震
化
等
の
皆
減
に
伴
い
、
前

年
度
比　

・
０
％
の
減
と
な

１８

り
ま
し
た
。

※
歳
出
の
内
訳
は
下
図
・
表

の
「
歳
出
（
目
的
別
）」「
歳

出
（
性
質
別
）」
参
照
。

〈表 1〉平成 25年度会計別決算額

実質収支額
翌年度へ繰り
越すべき財源

歳入歳出差引額
（形式収支）

歳　　出歳　　入
 区　分 

 会　計　　　

円万億円万億円万億円万億円万億
一 般 会 計

4,9712,786134,5531,9429,5244,728133,1685,3442812,69273295

8,7864,84908,7864,8499579,423939,7434,27294国民健康保険
特　

別　

会　

計

1,7162,38301,7162,3839,5777,857201,29324121下 水 道

9,0991,73209,0991,7321,6894,42617886,1591土地区画整理

6,0642,789206,0642,78921,1129,931447,1762,72047介 護 保 険

8,2133,80608,2133,8067,0183,251155,2317,05815後期高齢者医療

8,8498,348164,5531,9423,402291173,5212344586,923525475合　　　計

〈表 2〉地方財政状況調査（決算統計）における普通会計の決算収支状況　　　　（単位：千円）
実質単年
度 収 支
F+G+H-I J

積 立 金
取崩し額
I

繰　上
償還金
H

積立金

G

単 年 度
収 支
F

実質収支

C-D　E

翌年度に繰
り越すべき
財源　　D

歳入歳出
差  引  額
A-B　C

歳出総額

B

歳入総額

A
区分

434,212291,9890610,540115,6611,327,86519,4251,347,29028,076,08429,423,37425年度

534,205228,9690451,286311,8881,212,20401,212,20427,988,41829,200,62224年度

※1　普通会計：決算統計上、一般会計と公営事業会計を除く特別会計を合算した会計区分
※2　単年度収支［F］：当該年度決算による実質収支［E］から前年度の実質収支を差し引いた額
※3　実質単年度収支［J］：その年度の黒字要素（積立金・繰上償還金）や赤字要素（積立金取崩し額）を単年

度収支に加味した収支

【平成25年度決算の内容】　※地方財政状況調査による統計上の処理により、実際の決算額とは数値が異なります。 

歳　入 

歳入総額 
294億 

2,337万4千円 
市民一人当たり 
34万4,609円 

歳出（目的別） 歳出（性質別） 

歳出総額 
280億 

7,608万4千円 
市民一人当たり 
32万8,829円 

歳出総額 
280億 

7,608万4千円 
市民一人当たり 
32万8,829円 

その他 
1,662,613 
5.7％ 

その他 
501,724 
1.8％ 

その他 
1,332,759 
4.8％ 

普通建設事業費 
1,522,753 
5.4％ 

公債費 
1,667,034 
6.0％ 

補助費等 
2,928,093 
10.4％ 

物件費 
3,629,953 
12.9％ 

人件費 
4,273,532 
15.2％ 

扶助費 
9,635,648 
34.3％ 

民生費 
14,711,840 
52.4％ 

消防費 
1,102,273 
3.9％ 

土木費 
1,672,231 
6.0％ 

衛生費 
1,944,246 
6.9％ 

公債費 
1,667,034 
5.9％ 

教育費 
2,788,169 
9.9％ 

総務費 
3,688,567 
13.2％ 

分担金及び負担金 
351,833 
1.2％ 

繰越金 
1,212,204 
4.1％ 

地方交付税 
2,005,008 
6.8％ 

市債 
1,894,222 
6.4％ 

都支出金 
4,369,421 
14.9％ 

国庫支出金 
5,036,922 
17.1％ 

地方消費税交付金 
783,494 
2.7％ 

市税 
12,107,657 
41.1％ 

住民基本台帳人口：85,382人 
（平成26年3月31日現在） 

住民基本台帳人口：85,382人 
（平成26年3月31日現在） 

住民基本台帳人口：85,382人 
（平成26年3月31日現在） 

繰出金 
3,086,312 
11.0％ 

（単位：千円） （単位：千円） （単位：千円） 

【主な歳入】　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
増減の主な理由対前年度比決算額科　目

───────3,91612,107,657市税
納税義務者数の増等による増額20,8325,053,572うち個人
法人実効税率の引下げ等による
減額△ 75,645477,924うち法人

地価下落分の土地評価額への反
映等による減額△ 5,2454,979,621うち固定資産税

児童手当負担金や公立学校施設
整備費負担金等の増額89,5585,036,922国庫支出金

保育所緊急整備事業補助金及び障害
者自立支援給付費等負担金等の増額90,9424,369,421都支出金

特別交付税の減額△ 16,1122,005,008地方交付税

───────△ 2221,834,514うち普通交付税

小・中学校体育館耐震補強事業債
等の減額△ 306,8091,894,222市債

国の予算の増額等による増額61,9911,650,422うち臨時財政対策債

【主な歳出（目的別）】　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
増減の主な理由対前年度比決算額科　目

児童福祉、障害者福祉等に係る扶助費の増額107,16814,711,840民　生　費
財政調整基金への積立て及び選挙費等の増額679,2153,688,567総　務　費
平成24年度に完了した小・中学校体育館耐
震補強工事等の皆減による減額△ 613,2012,788,169教　育　費

都市計画道路3・5・20号線用地買収事業費
等の増額231,2521,672,231土　木　費

借入金の一部償還終了に伴う減額△232,7271,667,034公　債　費

【主な歳出（性質別）】　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
増減の主な理由対前年度比決算額科　目

障害者自立支援給付費、児童手当支給費及
び民間保育園運営費の増額等161,4109,635,648扶　助　費
嘱託員等報酬及び選挙事務時間外勤務手当
等の増額29,3904,273,532人　件　費

臨時職員賃金等の増額23,4733,629,953物　件　費
国民健康保険事業特別会計及び後期高齢者
医療特別会計繰出金の減額等△ 309,9693,086,312繰　出　金
福祉関係返還金及びスポーツ祭東京2013に
係る実行委員会負担金等の増額85,6412,928,093補 助 費 等

市役所（本庁舎）の土曜窓口をご利用ください 毎週土曜日午前 8時 30分～正午（祝日及び年末年始は除く）／市民課、保険年金課、課税課、
納税課、子育て支援課、保育課で、平日業務の一部を実施／問合せ　企画課・内線 1424 まで
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2 0 1 4 ・ 1 1 ・ 1 5�

 健全化判断比率 　
○実質赤字比率：一般会計における実質赤字額の標準財
　政規模に占める割合のこと
○連結実質赤字比率：一般会計に国民健康保険事業等の
　特別会計を加えた全会計における実質赤字額の標準財
　政規模に占める割合のこと
○実質公債費比率：公債費（借入金の償還額）による財
　政負担の程度を示す指標のこと
○将来負担比率：将来的に負担することになる実質的負
　債に当たる額（将来負担額）の標準財政規模に対する
　割合のこと　
 ※標準財政規模とは、市税等の一般財源による地方公共団体の標準規
　 模を示すもので、 平成 25年度の東大和市の標準財政規模は 158億
　   4,615万円となっています。

【
総
務
費
】

庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
更
新
工
事

【
民
生
費
】

「
高
齢
者
見
守
り
ぼ
っ
く
す
」

の
設
置
、
向
原
保
育
園
の
定
員

増
、
狭
山
保
育
園
園
舎
耐
震
補

強
工
事
、
玉
川
上
水
保
育
園
及

び
大
和
東
保
育
園
の
施
設
整
備

補
助
金
、
障
害
者
就
労
支
援
事

業
の
充
実

【
衛
生
費
】

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
査
、
家
庭
ご

み
減
量
施
策
等
の
実
施

【
商
工
費
】

新
・
元
気
を
出
せ
商
店
街
事
業

補
助
金
、
観
光
事
業
補
助
金

【
土
木
費
】

仲
原
排
水
管
の
清
掃
、
雨
水
浸

透
施
設
設
置
工
事
、
自
転
車
等

の
駐
車
対
策
に
関
す
る
総
合
計

画
の
策
定
、
都
市
計
画
道
路

３
・
５
・　

号
線
用
地
買
収

２０

【
消
防
費
】

地
域
の
防
災
力
の
強
化
（
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
防
災
講
演
会
の

開
催
等
）、第
六
分
団
詰
所
等
新

築
工
事
、
第
二
分
団
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
購
入

【
教
育
費
】

学
校
特
色
化
補
助
金
、
第
八
小

学
校
校
舎
増
築
工
事
、
中
央
公

民
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
更
新
工
事
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影
機
改
修

工
事
、
上
仲
原
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
改
修
工
事
、
日
本
初
女
子

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
開
催
地
記
念
事

業
、
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１

３
の
開
催

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
】

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

医
療
費
分
析
と
生
活
習
慣
病
に

対
す
る
保
健
事
業

　

国
民
健
康
保
険
事
業

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
額
は
、
約
四
、
八

五
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
入
】
国
民
健
康
保
険
税
が

前
年
度
比　

・
９
％
増
の
約
二

１２

一
億
一
二
七
万
円
、
国
庫
支
出

金
が　

％
減
の
約
一
八
億
五
、

１.２

六
九
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
】保
険
給
付
費
が
約
六
一

億
五
、
〇
九
四
万
円
で
全
体
の

　

・ 
４
％
、後
期
高
齢
者
支
援
金

６５等
が
約
一
三
億
一
、
二
四
八
万

円
で　

・
０
％
と
な
り
ま
し
た
。

１４

　

下
水
道
事
業

【
歳
入
】
下
水
道
使
用
料
が
前

年
度
比　

％
減
の
約
一
〇
億
三
、

０.２

四
〇
六
万
円
、市
債
（
借
入
金
）

が　

％
減
の
五
億
一
、
一
九
〇

３.０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
】
公
共
汚
水
ま
す
設
置

工
事
等
の
事
業
費
が
前
年
度

比　

％
増
の
約
八
、
六
一
三
万

０.９
円
、
公
債
費
が　

％
減
の
約
一

０.２

四
億
二
、
五
三
九
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業

【
歳
入
】
前
年
度
比　

・
４
％

３２

増
の
約
一
億
六
、
一
五
九
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
】
前
年
度
比　

・
４
％

４１

増
の
約
一
億
四
、
四
二
六
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
事
業

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
額
は
、約
二
億
二
、

七
九
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
入
】
保
険
料
が
約
一
〇
億

特
別
会
計
の
 

　
決
算
の
概
要

四
、
六
六
五
万
円
で
全
体
の

　

・
１
％
、
国
庫
支
出
金
が
約

２２八
億
七
、
九
六
〇
万
円
で

　

・
６
％
と
な
り
ま
し
た
。

１８【
歳
出
】
保
険
給
付
費
が
約
四

〇
億
六
、
〇
五
三
万
円
で
全
体

の　

・
３
％
、
地
域
支
援
事
業

９０
費
が
約
一
億
八
七
四
万
円
で

　

％
と
な
り
ま
し
た
。

２.４
　

後
期
高
齢
者
医
療

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
額
は
、
約
三
、
八

〇
七
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
入
】
医
療
保
険
料
が
前
年

度
比　

％
増
の
約
七
億
九
〇
〇

２.８

万
円
、
一
般
会
計
繰
入
金
が

　

％
減
の
七
億
七
、
〇
七
七
万

１.３円
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
】広
域
連
合
納
付
金
が
約

一
三
億
八
、
〇
一
八
万
円
で
全

体
の　

・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。

９０

　

平
成　

年
度
決
算
に
お
け
る

２５

主
な
財
政
指
標
等
は
、
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
し
た
。

○
財
政
力
指
数

　

財
政
力
指
数
と
は
、
地
方
公

共
団
体
の
財
政
力
を
判
断
す
る

た
め
の
理
論
上
の
指
数
で
、
こ

の
指
数
が
大
き
い
ほ
ど
財
源
に

余
裕
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
、
１

を
超
え
る
地
方
公
共
団
体
は
、

国
か
ら
の
普
通
交
付
税
が
交
付

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成　

年
度
の
財
政
力
指

２５

数
は
０
・　

と
な
り
ま
し
た（
表

８３８

４
参
照
）。

○
経
常
収
支
比
率

　

経
常
収
支
比
率
と
は
、
財
政

の
弾
力
性
を
示
す
指
標
の
こ
と

で
す
。
経
常
的
支
出
（
人
件
費

や
扶
助
費
等
）
に
必
要
な
財
源

の
経
常
的
収
入
（
市
税
等
の
一

般
財
源
）
に
対
す
る
割
合
で
、

一
般
的
に
は　

〜　

％
に
収
ま

７０

８０

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
成　

年
度
の
経
常

２５

収
支
比
率
は　

・
１
％
と
な
り

９０

ま
し
た
（
表
４
参
照
）。

○
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率

　

表
５
、
表
６
の
と
お
り
。

〇
基
金
（
積
立
金
）
現
在
高

　

基
金
と
は
、
目
的
を
も
っ
て

資
金
を
積
み
立
て
る
た
め
に
設

け
た
も
の
で
、一
般
会
計
で
は
、

年
度
間
の
財
源
調
整
を
図
る
財

政
調
整
基
金
と
、
福
祉
や
ま
ち

づ
く
り
な
ど
の
た
め
の
特
定
目

的
基
金
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
末
の
基
金
現
在

２５

高
は
、
前
年
度
比
約
八
億
九
、

三
九
二
万
三
、〇
〇
〇
円
、　

・
３７

１
％
増
の
約
三
三
億
四
〇
九
万

九
、〇
〇
〇
円
と
な
り
ま
し
た
。

 
こ
の
う
ち
、
財
政
調
整
基
金
は
、

前
年
度
比
約
三
億
一
、
八
五
五

万
一
、
〇
〇
〇
円
、　

・
１
％

１８

増
の
約
二
〇
億
八
、
三
二
四
万

円
、
特
定
目
的
基
金
は
前
年
度

比
約
五
億
七
、
五
三
七
万
二
、

〇
〇
〇
円
、　

・
１
％
増
の
約

８９

一
二
億
二
、
〇
八
五
万
九
、 
〇

〇
〇
円
と
な
り
ま
し
た
（
表
７

参
照
）。

〇
市
債
（
借
入
金
）
現
在
高

　

道
路
、
下
水
道
等
の
整
備
や

第
八
小
学
校
校
舎
の
増
築
等
、

将
来
に
わ
た
っ
て
効
果
が
残
る

事
業
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
市

債
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
末
の
一
般
会
計

２５

の
市
債
の
残
高
は
、
前
年
度
比

約
四
億
五
、二
五
七
万
円
、　

％
２.６

増
の
約
一
八
一
億
七
、
七
二
九

万
七
、
〇
〇
〇
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、
臨
時
財
政
対

策
債
は
、
前
年
度
比
約
一
二
億

一
、
四
五
四
万
三
、
〇
〇
〇
円
、

　

・
３
％
増
の
約
一
一
九
億
五
、

１１八
一
六
万
五
、
〇
〇
〇
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
債
は
、
前
年
度

比
約
五
億
三
、
九
一
六
万
一
、

〇
〇
〇
円
、　

％
減
の
約
一
一

４.３

九
億
四
、
九
三
三
万
七
、
〇
〇

〇
円
と
な
り
ま
し
た
（
表
８
参

照
）。

財
政
指
標
等

基
金
・
市
債

 ＜表 3 ＞　特別会計への繰出金

平成25年度繰出額区　　　分

 9億4,836万1,124円国民健康保険事業特別会計

 4億9,475万5,000円下 水 道 事 業 特 別 会 計

6,450万3,000円土地区画整理事業特別会計

7億6,612万4,000円介 護保険事業特別会計

 7億7,077万2,000円後期高齢者医療特別会計

30億4,451万5,124円合　　　計

 ＜表 4 ＞　財政指標

平成25年度平成24年度平成23年度区　　　分

0.8380.8430.873財 政 力 指 数

90.1％91.5％90.7%経 常収支比率

 ＜表 5 ＞　健全化判断比率

平成25年度平成24年度
平成25年度
早期

健全化基準
区　　　分

――12.72％実質赤字比率

――17.72％連結実質赤字比率

0.3％1.6％25.0％実質公債費比率

――350.0％将来負担比率

※早期健全化基準の比率を超えた場合、財政健全化  
　計画を作成することとなります。
※「―」は、該当する数値がありません。

 ＜表 6 ＞　資金不足比率

平成25年度平成24年度
平成25年度
経営

健全化基準
区　　　分

――20.00％下 水 道 事 業

――20.00％土地区画整理事業

※「―」は、該当する数値がありません。

平
成
 ２５
 年
度
の
 

　
 
 主
な
事
業

＜表7＞ 基金（積立金）現在高 
（単位：百万円） 

2,500 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

0

財政調整基金 

特定目的基金 

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

＜表8＞ 市債（借入金）現在高 

（単位：百万円） 
20,000 

15,000 

10,000 

5,000 

0

一般会計 

下水道事業特別会計 

うち臨時財政対策債 

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

※臨時財政対策債は、普通交付税等の一般財源の不足を補うために活用 
　している市債です。将来の公債費負担に対しては、税金により国が補 
　てんすることになっています。 
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市
で
は
、
行
政
評
価
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
仕
事
に
お
け
る

成
果
重
視
、
限
ら
れ
た
財
源
・

人
材
の
有
効
活
用
、
職
員
の
意

識
改
革
な
ど
を
進
め
、
よ
り
簡

素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
平
成

　

年
度
に
実
施
し
た
行
政
評
価

２６は
次
の
２
種
類
で
す
。

【
事
務
事
業
評
価
】

　

平
成　

年
度
に
実
施
し
た　

２５

５１４

事
務
事
業
に
つ
い
て
、
各
担
当

課
が
目
的
を
明
確
に
し
た
上
で
、

現
状
の
把
握
、
課
題
の
振
り
返

り
を
行
い
、
今
後
の
方
向
性
を

検
討
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち　
１３

事
務
事
業
に
つ
い
て
、
市
民
に

よ
る
外
部
評
価
を
実
施
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
よ
り
客
観
性
の

高
い
判
断
が
必
要
と
さ
れ
た
４

事
務
事
業
に
つ
い
て
、「
東
大
和

市
行
政
評
価
推
進
会
議
」
に
お

行政評価の 

平成26年度 

内容を公表します 

▽
日
時　
　

月
８
日
豺
〜　

日

１２

１０

貉
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
４
時

▽
場
所　
　

会
議
室
（
市
役
所

４０２

４
階
）

▽
業
種　

物
品
、
委
託
、
工
事

▽
申
請
方
法　

総
務
管
財
課

（
市
役
所
３
階
）
で
配
布
し
て

い
る
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

総
務
管
財
課
・
内

線
１
３
４
２
ま
で
。

◎　

月
の
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ

１２
ば
　

担
当
保
育
士
が
集
会
所
な
ど

に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊
び
や

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参
加
者

同
士
の
情
報
交
換
等
を
行
い
ま

す
。
育
児
や
子
ど
も
の
発
達
な

ど
の
ご
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
期
日
・
場
所　
　

月
８
日
豺

１２

は
さ
く
ら
が
お
か
児
童
館
、　
１２

月　

日
貉
は
新
堀
地
区
会
館
、

１０

　

月　

日
貂
は
か
み
き
た
だ
い

１２

１６

児
童
館
、　

月　

日
貉
は
芋
窪

１２

２４

集
会
所

い
て
最
終
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

※
右
表
の
と
お
り
。

【
施
策
評
価
】

　

平
成　

年
度
か
ら
の
新
た
な

２６

取
り
組
み
で
、
東
大
和
市
総
合

計
画
に
掲
げ
る　

施
策
に
つ
い

３２

て
評
価
し
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、施
策
を
担
当
す
る
課
長
が
、

総
合
計
画
に
掲
載
し
た
指
標
等

に
基
づ
い
て
進
捗
管
理
を
行
う

と
と
も
に
、
平
成　

年
度
の
主

２５

な
取
り
組
み
や
課
題
を
振
り
返

り
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

検
討
し
ま
し
た
。

※
詳
細
は
、
行
政
管
理
課
（
市

役
所
４
階
）、市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
（
市
役
所
３
階
）
で
閲
覧
す

る
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

行
政
管
理
課
・
内

線
１
４
４
１
ま
で
。

▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

１０

３０

１１

時　

分
４５

※
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◎
一
時
保
育
室
を
利
用
し
ま
せ

ん
か

　

保
護
者
の
仕
事
や
通
院
、
育

児
疲
れ
、
美
容
院
に
行
く
時
な

ど
に
、
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り

し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

１
歳
以
上
で
集
団
保

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
「
か
る
が
も
」
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　

平
成　

・　

年
度
に
、
市
が

２７

２８

発
注
す
る
物
品
の
買
い
入
れ
、

業
務
委
託
、
工
事
の
競
争
入
札

等
に
参
加
を
希
望
す
る
事
業
者

の
方
は
、
事
前
に
資
格
審
査
の

申
請
を
行
い
、
入
札
参
加
資
格

を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
、
東
京
電
子
自
治
体
共

同
運
営
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
調
達

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
の
申
請
を
随
時
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
、

電
子
調
達
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

な
い
市
内
事
業
者
の
方
を
対
象

に
、
書
類
に
よ
る
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

電
子
調
達
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
な
い
市
内
事
業
者
の
方
へ

平
成
　
・
　
年
度 

入
札
参
加
資
格 

審
査
申
請
を 

　
　

受
け
付
け
ま
す 

２７ 

２８ 

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に

次
の
と
お
り
記
入
し
、　

月　
１１

３０

日
豸
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
抽
選

の
結
果
を
返
信
し
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
�　

―
０４２

　

―
３
６
５
１
ま
で
。

５６５

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
予
約
完

了
と
な
り
ま
す
。

◎
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
会

▽
対
象　

市
内
在
住
で
生
後
６

か
月
〜
２
歳
（
参
加
当
日
）
の

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

▽
日
時　
　

月　

日
貊
午
前　

１２

１２

１０

時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

▽
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー

▽
定
員　

子
ど
も　

人
１８

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
。
初
め
て
参
加
す
る

お
子
さ
ん
を
優
先
し
ま
す
。

▽
内
容　

ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

ほ
か

▽
持
ち
物　
　

円
程
度
の
プ
レ

２００

ゼ
ン
ト
（
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
を

行
い
ま
す
。
参
加
す
る
お
子
さ

ん
が
２
人
の
場
合
は
２
個
必
要

で
す
）、靴
を
入
れ
る
ビ
ニ
ー
ル

袋
、
当
選
は
が
き

往信 
保
護
者
の
住
所
 

保
護
者
の
氏
名
 

（保護者の郵便番号）  東
大
和
市
立
野
1

子
ど
も
家
庭
 

　
　
支
援
セ
ン
タ
ー
 行
 

2 0 7 0 0 2 1

返信 

1034

2

－
 

－
 

ミニクリスマス会 
申込み 
　　　　　（ふりがな） 
①保護者の氏名 
②郵便番号・住所　 
③電話番号 
④参加するお子さ 
　　　（ふりがな） 
　んの氏名・性別・ 
　生年月日 

育
が
可
能
な
未
就
学
児

▽
実
施
日　

月
〜
土
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

▽
保
育
時
間
・
利
用
料

�
一
日
利
用
（
８
時
間
）：

午

前
９
時
〜
午
後
５
時
／
二
、
四

〇
〇
円

�
半
日
利
用
（
４
時
間
）：

午

前
９
時
〜
午
後
１
時
、
午
後
１

時
〜
５
時
／
一
、
二
○
○
円

▽
定
員　
　

人
１０

▽
利
用
限
度　

週
３
回

▽
利
用
方
法　

事
前
登
録
が
必

要
で
す
。
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
の
窓
口
に
母
子
健
康
手

帳
、
健
康
保
険
証
、
乳
幼
児
医

療
証
を
持
参
し
、
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
登
録
後
に
窓
口

ま
た
は
専
用
電
話
（
�　

―　
０４２

５６５

―
３
６
５
５
）
で
１
か
月
先
ま

で
の
空
い
て
い
る
日
の
予
約
と

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
で
き
ま
す
。

※
電
話
受
付
後
１
週
間
以
内
に
、

◎
段
差
解
消
板
等
を
設
置
し
な

い
で
く
だ
さ
い

　

玄
関
や
車
庫
の
出
入
口
な
ど

に
段
差
解
消
板
を
設
置
す
る
と
、

歩
行
者
や
自
転
車
等
の
通
行
の

妨
げ
に
な
り
大
変
危
険
で
す
。

ま
た
、
雨
水
の
流
れ
に
も
支
障

を
き
た
し
ま
す
。
段
差
解
消
板

は
使
用
時
に
の
み
置
く
よ
う
に

し
、
道
路
上
に
は
障
害
物
を
設

置
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
道
路
集
水
ま
す
上
の
清
掃
に

ご
協
力
を

　

道
路
に
あ
る
雨
水
集
水
ま
す

の
上
に
ご
み
等
が
た
ま
っ
て
い

る
と
、
降
雨
時
に
雨
水
が
流
れ

ず
、
道
路
冠
水
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
自
宅
周
囲
の
集
水

が
あ
り
ま
す
。
土
地
を
管
理
し

て
い
る
方
は
、
枝
葉
を
道
路
上

に
出
さ
な
い
よ
う
、
せ
ん
定
等

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
街
路
灯
の
故
障
を
見
つ
け
た

時
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

街
路
灯
の
故
障
を
見
つ
け
た

時
は
、
街
路
灯
の
下
に
つ
い
て

い
る
黄
色
の
シ
ー
ル
に
記
載
さ

れ
た
管
理
番
号
（
Ａ
・
○
○
○

○
等
）
ま
た
は
街
路
灯
の
所
在

地
を
、
土
木
課
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
土
木

課
・
内
線
１
２
１
２
ま
で
。

ま
す
が
目
詰
ま
り
し
て
い
る
時

は
、
ご
み
等
を
取
り
除
い
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
危
険
で
す
の
で
ふ
た

は
開
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
道
路
集
水
ま
す
に
汚
濁
水
を

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

雨
水
集
水
ま
す
に
油
類
、
ペ

ン
キ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
を
流

す
と
道
路
排
水
管
を
通
し
て
空

堀
川
、
奈
良
橋
川
、
前
川
等
の

河
川
に
流
れ
込
み
ま
す
。
川
が

汚
れ
、
魚
や
ザ
リ
ガ
ニ
等
の
生

き
物
が
死
ん
で
し
ま
う
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
、
汚
濁
水
は
決

し
て
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
宅
地
内
か
ら
道
路
上
に
枝
葉

を
出
さ
な
い
よ
う
ご
協
力
を

　

宅
地
内
等
か
ら
道
路
に
は
み

出
し
て
い
る
樹
木
の
枝
葉
は
、

車
両
や
歩
行
者
の
通
行
の
妨
げ

と
な
り
、
接
触
事
故
等
の
危
険

皆
さ
ん
の 

　 

ご
協
力
を 

東
大
和
市
街
路
灯 

※
故
障
は
市
役
所
へ 

563-2111

・ 

あ
り
、
消
防
団
員
の
模
範
と
な

る
方
が
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
後
も
地
域
防
災
の
た
め
に

ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
１
ま
で
。

　

平
成　

年
度
東
京
都
消
防
褒

２６

賞
を
次
の
方
が
受
賞
し
、　

月
１０

　

日
に
東
京
都
知
事
か
ら
表
彰

３０さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

第
六
分
団
長　

岩
品
圭
一

　

第
四
分
団
長　

塩
野
真
実

　

こ
の
表
彰
は
、
消
防
団
員
と

し
て
永
年
勤
務
し
た
方
で
、
特

に
消
防
業
務
の
功
績
が
顕
著
で

岩
品
圭
一
氏 

塩
野
真
実
氏
が 

東
京
都
消
防
褒
賞
を 

受
賞
し
ま
し
た 

平成 26 年度事務事業評価に係る最終評価結果一覧
市営住宅管理事業（総務管財課）
【事業内容】市営住宅の管理（使用料の徴収、住宅の修繕）、空家の
解体工事及び解体後の空き地の除草等管理。
【外部評価】①老朽化しており、安全面が心配である。入居者が快
適で安全に住める視点で住み替え斡旋の検討を進めてはどうか。ま
た解体後の空き地の管理経費については軽減すべき②市営住宅のあ
り方については早急に検討すべき。
【最終評価結果】市営住宅のあり方については、住宅施策に関係す
る部署を中心に検討を進め、その方向性を決定するまでは、現状の
管理を維持する。なお、並行して、居住者の意向を確認した上での
住み替えの手法や、空き地の管理経費軽減に向けた検討を進める。

駅前広場管理事業（環境課）
【事業内容】駅前広場に関する清掃、除草、樹木選定等の管理。
【外部評価】①駅前トイレは、臭い、暗い、汚い。改修はしないの
か②ボランティアの協力や近隣の店舗に協力を募るとか工夫は出来
ないのか③公衆トイレは無くても何とかなるのではないか。
【最終評価結果】①駅前広場については、運用面での柔軟な対応を
図り、効率的な管理を行うとともに、アドプト制度の活用等も推進
していく②駅前広場のトイレについては、利用者も多く、必要性が
高い。そのため、東大和市駅前広場のトイレについては、老朽化に
対応する施設改修を検討する。

高齢者食事サービス補助金交付事務（高齢介護課）
【事業内容】社会福祉協議会が行う、買い物や炊事が困難な高齢者
に対し、昼食の配食及び安否確認を行う事業が安定的に運営できる
よう補助金を交付する。
【外部評価】①事業開始時に比較して、弁当の宅配業者は増えてお
り、特別食への対応が出来る業者もいる②安否確認は、他の事業で
しても良い③意義のある仕事だと思う④なぜ生活保護者に200円の
補助をしているのか。
【最終評価結果】
高齢者を対象とした配食サービスの必要性は高いものの、本事業の
開始当初と比較して、民間事業者が担える範囲が広がっている現状
がある。一方、介護保険法が改正されたことに伴い、今後、平成27
年度以降の在宅高齢者に対するサービスのあり方が見直される見込
みである。これらの状況を踏まえ、同法の改正後の動向を注視しつ
つ、本事業のあり方を検討していく。

図書館の運営【清原図書館】（中央図書館）
【事業内容】清原図書館を運営する。
【外部評価】①年間3分の1が休館日である。開館日を増やしてほし
い②貸出冊数は減少しているが、図書館利用者は増えているのでは
ないか③本を借りるだけでなく長時間利用する人も増えているので
はないか。図書館の役割は、少し変わっていかざるを得ない④利用
者との懇談などで意見を聴くことも大切⑤指定管理という方向に進
むべきではないか。
【最終評価結果】「東大和市公の施設の管理運営のあり方検討委員
会」における検討の対象施設であることから、開館日の増について
は、同委員会における検討経過を踏まえ、必要な検討を行っていく。

防災行政無線自動音声応答サービス 防災行政無線で放送した最新の内容を最大 3時間後まで電話（� 042-563-2411）で確認することができ
ます（「チャイム」「サイレン」「下校時の見守り放送」は除く）／問合せ　防災安全課・内線 1352 まで
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市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
皆

さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
税
金
を
主
な
財
源
と
し
て
い

ま
す
。

　

市
の
事
業
を
支
え
る
財
源
を

確
保
す
る
た
め
に
、
市
税
等
の

納
期
内
納
付
に
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

 　
　

　

納
税
者
の
多
く
の
皆
さ
ん
に

は
、
市
税
を
納
期
限
内
に
納
付

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
も

納
付
の
な
い
方
に
対
し
て
は
、

督
促
状
等
の
文
書
の
送
付
、
電

話
に
よ
る
催
告
を
行
い
、
早
急

な
納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
納
付
や
納
税
相
談

が
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
納
期

限
内
に
納
付
さ
れ
た
方
と
の
公

平
性
を
守
る
た
め
、
法
律
に
基

　

納
税
の
公
平
性
を

　
　
　
　
　
　

守
る
た
め
に

づ
き
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞

納
処
分
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
財
産
の
差
し
押
さ
え
】

▽
預
貯
金
・
生
命
保
険
の
差
し

押
さ
え　

銀
行
預
金
や
生
命
保

険
の
解
約
返
戻
金
等
を
滞
納
税

額
に
充
当
し
ま
す
。

▽
給
与
の
差
し
押
さ
え　

勤
務

先
に
照
会
後
、
毎
月
給
与
か
ら

一
定
の
額
を
滞
納
税
額
に
充
当

し
ま
す
。

▽
そ
の
他　

不
動
産
・
車
な
ど

の
動
産
、
有
価
証
券
等
の
差
し

押
さ
え
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

差
し
押
さ
え
を
し
た
動
産
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
売
し
、
売

却
代
金
を
滞
納
税
額
等
に
充
当

し
ま
す
。

※
平
成　

年
度
に
、
差
し
押
さ

２５

え
に
よ
り
滞
納
税
額
に
充
当
し

た
額
は
、
左
下
表
の
と
お
り
で

す
。

市
税
の
納
期
内
納
付
に 

　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い 

◎
事
業
資
金
融
資
の
あ
っ
せ
ん

　

小
規
模
事
業
を
営
ん
で
い
る

方
、
新
た
に
事
業
を
始
め
よ
う

と
す
る
方
に
対
す
る
事
業
資
金

の
融
資
に
つ
い
て
、
市
内
の
金

融
機
関
へ
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度

で
す
。
申
込
要
件
及
び
融
資
条

件
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

◎
中
小
企
業
勤
労
者
生
活
資
金

融
資
の
あ
っ
せ
ん

　

市
内
在
住
の
中
小
企
業
勤
労

者
に
対
す
る
生
活
資
金
の
融
資

に
つ
い
て
、
指
定
の
金
融
機
関

へ
あ
っ
せ
ん
す
る
制
度
で
す
。

▽
申
込
要
件　

①
市
内
に
１
年

以
上
居
住
し
、
同
一
事
業
所
に

１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
こ
と

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

③
資
金
の
使
途
が
適
切
で
返
済

能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と

 　

収
入
・
財
産
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
市
税
を
納
付
し
な
い

滞
納
者
、
再
三
の
催
告
に
応
じ

な
い
滞
納
者
で
、
自
動
車
等
を

所
有
す
る
場
合
、
差
し
押
さ
え

を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
下

の
写
真
の
よ
う
に
自
動
車
等
に

金
属
器
具
（
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
）

を
取
り
付
け
、
運
行
を
禁
じ
る

　

自
動
車
等
の

　
　
　

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
と
は

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
も

納
付
が
な
い
場
合
、
自
動
車
等

の
搬
出
・
公
売
を
行
い
、売
却
代

金
を
滞
納
税
額
に
充
当
し
ま
す
。

 　

市
税
を
納
期
限
内
に
納
付
で

き
な
い
な
ど
、
お
困
り
の
場
合

は
、
放
置
せ
ず
に
早
め
に
納
税

課
（
市
役
所
１
階
）
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 　　

気
付
い
た
ら
納
期
限
が
過
ぎ

て
い
た
、
忙
し
く
て
納
め
る
時

　

滞
納
に
な
る
前
に

　
　
　
　

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

市
税
の
口
座
振
替
を

　
　
　
　
　

お
勧
め
し
ま
す

間
が
な
か
っ
た
等
の
未
納
を
防

ぐ
た
め
、
口
座
振
替
の
手
続
き

を
お
勧
め
し
ま
す
。
申
込
用
紙

は
、
納
税
課
（
市
役
所
１
階
）

及
び
市
内
の
金
融
機
関
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
及
び
モ
バ
イ
ル
レ
ジ

で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
〜

土
曜
収
納
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
の
納
税
相
談

▽
利
率　

年　

％
１.８

▽
返
済
期
間　

５
年
以
内

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
１
ま
で
。

▽
融
資
額　

教
育
資
金
、
医
療

・
出
産
資
金
、
冠
婚
葬
祭
資
金

は　

万
円
以
内
。
住
宅
等
改
修

８０
資
金
は　

万
円
以
内

１００

融
資
あ
っ
せ
ん 

　
　
　
　  

制 

度 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

東京都と区市町村が連携し、 
徴収対策を集中して実施しています！ 

　都と区市町村では、安定した税収確保と納
税義務の公平性確保を目指して、12月を 
「オール東京滞納ＳＴＯＰ強化月間」と位置 
づけ、都と区市町村が連携した広報や催告に 
よる納税推進、差し押さえやタイヤロック、
捜索等の滞納処分など、多様な徴収対策に取
り組んでいます。 

１２月は 

～市税の納付はお済みですか～ 
納期限を守りましょう 

市・都民税、法人市民
税、固定資産税・都市
計画税、軽自動車税、
国民健康保険税（納期
限を過ぎると滞納処
分となります） 

延滞金が 
発生する場合が 
あります。 

法により 
滞納者全員に 
発送 

特別な理由もなく納付のない状態が続くと 

滞納処分 
財産の差し押さえ、公売など 

督促状発送 

納税通知書が到着 
 

納期限 

納　税 滞　納 

文書催告、電話催告、訪問、財産調査 

は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る
よ

う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午
後

５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重
な

る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
納
税

課
・
内
線
１
０
４
１
ま
で
。

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
書
の
配
布

�
配
布
期
間：

　

月　

日
豺
〜

１１

１７

　

日
貉

２６�
配
布
場
所 ：

市
民
生
活
課

（
市
役
所
３
階
。
土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
除
く
）、
市
民
セ
ン

タ
ー
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

含
む
）

▽
申
込
方
法　

申
込
書
の
配
布

期
間
中
に
、
必
要
事
項
を
記
入

し
た
申
込
書
を
市
民
生
活
課
へ

提
出
す
る
か
、
郵
送
（　

月　
１１

２６

日
貉
ま
で
の
消
印
有
効
）
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
２
ま
で
。

　

３
人
以
上
世
帯
向
の
都
営
住

宅
（
向
原
２
戸
）
に
つ
い
て
、

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

▽
申
込
資
格　

次
の
全
て
の
条

件
に
該
当
す
る
方

①
東
大
和
市
に
居
住
し
て
い
る

②
同
居
親
族
が
い
る

③
世
帯
の
所
得
が
東
京
都
の
定

め
る
基
準
内
で
あ
る

④
住
宅
に
困
っ
て
い
る

⑤
申
込
者
（
同
居
親
族
を
含
む
）

が
暴
力
団
員
で
な
い

※
詳
し
く
は
、
申
込
書
を
ご
覧

都
営
住
宅 

（
地
元
割
当
）
の 

　

入
居
者
を 

　
　
募
集
し
ま
す 

蜻
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
の
取
り
付
け

差し押さえにより滞納税額に充当した額（平成25年度）

件数税額区分

806件156,196,128円債権（預金等）

93件38,500,011円不動産

7件2,232,819円動産

906件196,928,958円合計

《今月の納期》 
　納期限　12月1日（月） 

 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・国民健康保険税 第5期 

・介護保険料 第5期 

・後期高齢者医療保険料 第5期 

　〈事業資金融資の申込要件〉
法　　　人個　　　人

主たる事業所等を市内に有し、
1年以上事業を営んでいること

市内に1年以上居住し、都内で
1年以上事業を営んでいること居 住 等

20人以下（商業等は5人以下）であること従業員数
法人名義で完納申込者名義で完納市税の完納
代　表　者不　　　要保 証 人

東京信用保証協会の保証対象業種であること信用保証
※独立開業資金の場合は申込要件が若干異なるため、事前にお問い合わせください。

　〈事業資金融資の融資条件〉

独立開業資金不況対策
特別運転資金設備資金運転資金

500万円300万円700万円500万円限 度 額
5 年以内5 年以内7 年以内5 年以内償還期間

（注 ）小口事業資金2.1％、 特例小口零細企業資金1.9％利 率
50％70％50％50％利子補給

別途要件あり別途要件あり見積書が必要－そ の 他
（注）不況対策特別運転資金及び独立開業資金は、小口事業資金のみの制度です。

市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで
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■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
〜
６
か
月
）

　

生
後
４
〜
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／　

月
３
日
貉
午
後
１

１２

時　

分
〜
３
時
／
市
立
保
健
セ

３０
ン
タ
ー
／　

人（
申
込
順
。　

月

２０

１１

　

日
豺
か
ら
受
付
開
始
。
市
の

１７ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請

で
も
受
け
付
け
ま
す
）
／
離
乳

食
の
進
め
方
・
作
り
方
の
話
、

試
食
（
保
護
者
の
み
）
／
母
子

健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
等
、
お

ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ
も

■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
（
７
〜　

か
月
）

１１

　

生
後
７
〜　

か
月
の
乳
児
の

１１

保
護
者
／　

月　

日
貉
午
後
１

１２

１０

時　

分
〜
３
時　

分
／
市
立
保

３０

３０

健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込
順
。

２０

　

月　

日
豺
か
ら
受
付
開
始
）

１１

１７

／
保
育
室
有
り
（　

人
。
申
込

１５

順
）
／
離
乳
食
の
進
め
方
の
話
、

調
理
実
習
、
試
食
／
母
子
健
康

手
帳
、
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
バ
ス
タ
オ
ル
等

■
育
児
相
談
会
〜
か
ん
が
る
ー

グ
ル
ー
プ

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

や
発
達
に
不
安
や
心
配
を
抱
え

て
い
る
家
族
（
保
護
者
の
み
の

参
加
も
で
き
ま
す
）
／　

月　
１１

２８

日
貊
午
前
９
時　

分
〜　

時
／

３０

１１

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
子
育
て

に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
小
児

科
医
と
の
相
談
が
で
き
ま
す
／

母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
に
不
安
や
悩
み
の
あ

る
方
及
び
そ
の
家
族
／　

月
３

１２

日
貉
午
前　

時
〜
正
午
（
事
前

１０

予
約
制
）
／
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
／
専
門
の
医
師
に
よ
る
相
談

■
糖
尿
病
予
防
教
室
〜
終
わ
り

よ
け
れ
ば
す
べ
て
よ
し
！
今
年

中
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
健

康
な
体
で
新
年
を
迎
え
よ
う
〜

　

糖
尿
病
予
防
の
た
め
に
大
切

な
運
動
や
食
事
の
こ
と
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

　

概
ね　

歳
未
満
の
方
／
日
時

６５

・
内
容
・
講
師
等　

左
表
の
と

お
り
／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／

　

人
程
度
（
申
込
順
）

２０�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
市
へ
の
ご
寄
付

　

次
の
団
体
か
ら
、
市
へ
の
ご

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
現
金　

万
円

１０

　

株
式
会
社　

エ
コ
ス

　

市
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
本
赤
十
字
社
か
ら
災
害
救

援
用
テ
ン
ト
が
配
備
さ
れ
ま
し

た
　

日
本
赤
十
字
社
東
京
支
部
で

は
、
災
害
救
援
体
制
の
充
実
の

た
め
、
各
自
治
体
に
災
害
救
援

用
資
材
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
市
に
テ
ン
ト
１
張
が

配
備
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
時
の

医
療
救
護
活
動
や
、
平
常
時
に

お
け
る
市
の
防
災
訓
練
等
で
活

用
し
て
い
き
ま
す
／
防
災
安
全

課
・
内
線
１
３
５
２
ま
で
。

■
介
護
保
険
運
営
協
議
会

　
　

月　

日
貂
午
後
７
時
か
ら

１１

１８

／
市
役
所
会
議
棟
第
４
・
５
会

議
室
／
傍
聴
者
の
定
員　
　

人
１０

（
先
着
順
）
／
当
日
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
／
高
齢
介

護
課
・
内
線
１
１
７
１
ま
で
。

■
国
民
健
康
保
険
〜
健
康
づ
く

り
相
談
・
パ
ネ
ル
展
示

○
健
康
づ
く
り
相
談

　

相
談
員
が
、
健
康
に
関
す
る

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。骨
密
度
、

血
管
年
齢
の
測
定
も
で
き
ま
す
。

当
日
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

月
２
日
貂
・
３
日
貉
午
前

１２

　

時
〜
正
午
及
び
午
後
１
時
〜

１０３
時
／
市
役
所
１
階　

会
議
室

１０１

／
両
日
と
も
午
前
・
午
後
各　
３５

人
（
当
日
先
着
順
）
／
相
談
員

東
京
都
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
の
保
健
師

□
第　

回
大
和
会
研
究
集
会

１４

「
地
域
医
療
を
支
え
る
た
め
に

〜
医
療
と
介
護
の
現
場
か
ら
〜
」

（
社
会
医
療
法
人
財
団
大
和
会
）

／　

月　

日
午
後
１
時　

分
〜

１１

１９

５０

５
時
／
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／
特

別
講
演：

守
屋
淳
／
申
込
み
不

要
／
■問
 

準
備
委
員
会
事
務
局　
０４２

―　

―
８
３
０
７

５６７
□
押
花
倶
楽
部
パ
ー
プ
ル
作
品

展
（
押
花
倶
楽
部
パ
ー
プ
ル
）

／　

月　

日
〜　

日
午
前　

時

１１

２０

２３

１０

〜
午
後
４
時
（　

日
は
３
時
ま

２３

で
）
／
画
廊
マ
ー
レ
ン
（
南
街

２
―　

―
２
）
／
押
し
花
で
作

１０５

っ
た
花
絵
額
や
小
物
約　

点
／

７０

■問
 

川
村　

―　

―
３
２
９
７

０４２

５６１

□
第　

回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
東
大

１６

和
児
童
作
品
展
（
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術

館
東
大
和
児
童
作
品
展
実
行
委

員
会
）
／
市
内
小
学
生
、
フ
ラ

ン
ス
・
ロ
ッ
ト
の
小
学
生
／　
１１

月　

日
・　

日
午
前　

時
〜
午

２２

２３

１０

後
５
時
（　

日
は
４
時
ま
で
）

２３

／
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
／
小
学

生
の
絵
画
・
書
写
展
示
、
お
花

の
体
験
／
■問
 

実
行
委
員
会
山
城

　

―　

―
２
９
８
６

０４２

５６５

□
新
成
会
文
化
祭
「
笑
顔
で
輝

け
シ
ル
バ
ー
交
流
展
」（
新
成

会
）
／
地
元
自
治
会
、
近
郊
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
方
等
／　

月　
１１

２３

日
午
前　

時
〜
午
後
３
時
／
清

１１

原
市
民
セ
ン
タ
ー
／
ク
ラ
ブ
活

動
成
果
、
趣
味
手
芸
、
介
護
予

防
健
診
等
／
■問
 

青
木　

―　

―

０４２

５６３

４
３
５
７

□
心
身
障
害
者
・
精
神
障
害
者

共
同
作
業
所
作
品
展
（
共
同
作

業
所
連
絡
会
）
／　

月　

日
〜

１１

２５

　

日
午
前
９
時　

分
〜
午
後
４

２８

３０

時　

分
（　

日
は　

時
か
ら
。

３０

２５

１０

　

日
は
４
時
ま
で
）
／
市
役
所

２８

１
階
市
民
ロ
ビ
ー
／
革
工
芸
品
、

手
工
芸
品
、
陶
芸
品
、
菓
子
等

の
展
示
・
販
売
を
行
い
ま
す
／

■問
 

ラ
イ
ブ
リ
ィ
工
房　

―　

―

０４２

５６７

２
５
１
３

□
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
展
２

０
１
４
（
キ
ル
ト
オ
ブ
フ
レ
ン

ズ
）
／
市
民
の
方
／　

月　

日

１１

２７

午
後
１
時
〜
５
時
／
ル
ネ
小
平

／
大
作
か
ら
小
物
、
バ
ッ
グ
等

　

点
ほ
ど
展
示
し
ま
す
／
■問
 

田

１４０中　

―　

―
７
９
７
７

０４２

５６４

□
大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

（
お
は
な
し
の
箱
）
／　

月
１

１２

日
午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

３０

／
中
央
図
書
館
／
■費
 
　

円
（
資

３００

料
代
）
／
■問
 

坂
口　

―　

―
９

０４２

５６２

８
８
６

□
浅
田
次
郎
の
世
界
〜
夕
映
天

使
他
（
朗
読
の
会
）
／
市
民
の

方
／　

月
７
日
午
後
２
時
〜
４

１２

時
／
南
街
公
民
館
／
名
作
に
よ

る
朗
読
学
習
／
■講
 

松
永
英
晃
／

■問
 

若
松　

―　

―
０
７
３
５

０４２

５６４

□
年
越
行
事
〜
学
習
体
験
親
子

教
室
／
小
学
生
・
中
学
生
、
保

護
者
も
可
／　

月　

日
午
前　

１２

２６

１０

時
〜
午
後
３
時
／
南
街
公
民
館

／　

人
（
申
込
順
）
／
礼
法
、

１２
茶
道
、
新
年
花
、
投
扇
等
年
越

行
事
を
体
験
／
■費
 

茶
菓
・
花
代

実
費
／
持
ち
物
等
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
／
■問
 

山
内

　

―　

―
４
０
２
２
、
フ
ァ
ク

０４２

４７１

ス　

―　

―
１
６
１
６

０４２

４７１

□
電
話
相
談
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
／　
１１

月　

日
〜　

日
午
前
８
時　

分

１７

２３

３０

〜
午
後
７
時
（　

日
・　

日
は

２２

２３

午
前　

時
〜
午
後
５
時
）
／
電

１０

話
番
号：

０
５
７
０
―　

―　
０７０

８１０

／
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
ス
ト
ー
カ
ー
等
の
相
談
に

人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職

員
が
応
じ
ま
す
／
■問
 

東
京
法
務

局
人
権
擁
護
部
第
三
課　

―
５

０３

２
１
３
―
１
２
３
４

※
凡
例　

■講
 

講
師
、　

■費
 

費
用

（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

病院？救急車？迷ったら「＃ 7119」～救急相談センターへ！～／問合せ　北多摩西部消防署 � 042 － 565 － 0119へ

○
パ
ネ
ル
展
示

　

病
気
予
防
や
国
民
健
康
保
険

な
ど
に
関
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示

を
行
い
ま
す
。

　
　

月
２
日
貂
・
３
日
貉
午
前

１２
９
時
〜
午
後
５
時
／
市
役
所
１

階
市
民
ロ
ビ
ー

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
１
ま
で
。

■
消
費
者
講
座
〜
健
康
食
品
・

サ
プ
リ
メ
ン
ト
（
栄
養
補
助
食

品
）
の
上
手
な
利
用
方
法

　

健
康
づ
く
り
や
保
持
の
た
め
、

手
軽
に
健
康
食
品
・
サ
プ
リ
メ

ン
ト
を
利
用
す
る
方
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
健
康

被
害
や
悪
質
な
業
者
に
よ
る
被

害
な
ど
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
健
康
食
品
・
サ
プ

リ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
消
費
者
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　
　

月
４
日
貅
午
後
１
時　

分

１２

３０

〜
３
時　

分
／
中
央
公
民
館
／

３０

　

人（
申
込
順
）／
講
師　

千
葉

４０一
敏
氏
（
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ス

タ
ッ
フ
研
究
会 
代
表
世
話
人
）

／
一
時
保
育　

６
人
（
１
歳
以

上
の
未
就
学
児
。　

月　

日
貊

１１

２８

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

／
手
話
通
訳
の
申
込
み　

フ
ァ

ク
ス
（　

―　

―
５
９
３
１
）

０４２

５６３

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
（sh

im
in

seik
atsu
@
city
.h
ig
ash
iy
am

ato.lg
.jp

）
で
、　

月　

日
貊

１１

２１

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
／

申
込
み　
　

月　

日
豺
午
前　

１１

１７

１０

時
か
ら
電
話
で
市
民
生
活
課
・

内
線
１
７
１
２
ま
で
。

■
「
社
会
教
育
と
人
」
シ
リ
ー

ズ
第　

弾
「
宇
野 
満  
子 
さ
ん
の

み
ち 
こ

１０

お
話
〜
狭
山
公
民
館
の
歩
み
と

共
に
〜
」

　

狭
山
公
民
館
で
グ
ル
ー
プ
活

動
、
利
用
者
連
絡
会
や
公
民
館

ま
つ
り
の
役
員
、
そ
し
て
地
域

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

持ち物等内容（講師）日時

健康手帳（お持ちの
方）、筆記用具

医師の講話（今井俊夫氏）、
血管年齢測定（保健師）

12月6日貍
午後1時30分

～4時
健康手帳（お持ちの
方）、筆記用具、飲み
物、動きやすい服装

運動の実技と講話（運動指
導士）、お口の話（歯科衛生
士）

12月11日貅
午後1時30分

～4時
健康手帳（お持ちの
方）、筆記用具、エプ
ロン、三角巾

栄養の話と調理実習（栄養
士）

12月18日貅
午前9時30分
～午後0時30分

の
様
々
な
委
員
と
活
躍
し
て
こ

ら
れ
た
宇
野
満
子
さ
ん
に
公
民

館
へ
の
思
い
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

　
　

月　

日
豸
午
後
１
時　

分

１１

３０

３０

〜
３
時　

分
／
講
師　

宇
野
満

３０

子
氏
（
人
形
劇
団
「 
雁 
」
代
表
）

か
り

／
狭
山
公
民
館
／　

人
／
共
催

６０

市
民
グ
ル
ー
プ
「
は
じ
め
の
一

歩
」
／
申
込
み　

狭
山
公
民
館

�　

―　

―
２
７
０
０
ま
で
。

０４２

５６５

■
自
然
観
察
会
「
バ
ー
ド
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
」（
事
前
申
込
制
）

　

紅
葉
の
雑
木
林
と
貯
水
池
で
、

野
鳥
を
観
察
し
ま
せ
ん
か
。
初

め
て
の
方
で
も
、
鳥
が
見
や
す

い
観
察
地
で
す
。

　
　

月
７
日
豸
／
集
合　

午
前

１２
９
時：
武
蔵
大
和
駅
下
の
広
場

／
都
立
狭
山
公
園
・
多
摩
湖
／

講
師　

大
庭
健
二
氏
（
都
市
鳥

研
究
会
幹
事
）、
柴
田
佳
秀
氏

（
日
本
鳥
学
会
会
員
）、
永
石
文

明
氏
（
東
京
農
工
大
学
講
師
）

／
筆
記
用
具
、
双
眼
鏡
／
申
込

み　

郷
土
博
物
館
�　

―　

―

０４２

５６７

４
８
０
０
ま
で
。

■
野
火
止
用
水
６
市
共
同
ク
リ

ー
ン
デ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

野
火
止
用
水
沿
川
の
６
市
と

東
京
都
が
、
同
日
一
斉
に
保
全

活
動
（
ご
み
拾
い
等
）
を
行
い

ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
企
業
等

の
方
／　

月
６
日
貍
午
前　

時

１２

１０

〜
正
午
（
小
雨
決
行
）
／
集
合

午
前
９
時　

分：

東
大
和
市
駅

３０

ス
ケ
ー
ト
場
前
／　

人
（
申
込

３０

順
）
／
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
／
申
込
み

　

月　

日
貊
ま
で
に
環
境
課
・

１１

２８

内
線
１
２
７
３
ま
で
。

■
里
山
再
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
講
座
募
集

　

狭
山
緑
地
は
、
公
園
と
違
い

人
の「
手
入
れ
」が
必
要
な
里
山

で
す
。
今
回
、
里
山
の
「
手
入

れ
」
の
ひ
と
つ
の
「
竹
林
の
伐

採
」
の
体
験
講
座
を
行
い
ま
す
。

　

視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
た
ち

は
、「
見
え
な
い
世
界
」
で
普
段

ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
り
、
ど

の
よ
う
な
支
援
を
必
要
と
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

眼
の
病
気
に
関
す
る
最
新
の

医
療
事
情
も
交
え
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

※
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い（
事
前
申
込
み
は
不
要
）。

手
話
通
訳
が
有
り
ま
す
。

　
　

月
７
日
豸
午
後
１
時
〜
３

１２
時　

分
／
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

３０
／
①
講
演：

眼
の
病
気
と
医
療

の
現
実
〜
最
近
見
え
に
く
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か　

こ
の
サ

イ
ン
こ
の
病
気
〜　

仲
泊
聡
氏

（
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
第
二
診
療
部

長
）
／
②
講
話：

目
が
見
え
な

い
人
に
出
会
っ
た
ら
〜
視
覚
障

害
者
の
く
ら
し
〜　

浜
畑
ヒ
ロ

子
氏
（
市
内
視
覚
障
害
者
ひ
と

み
サ
ー
ク
ル
代
表
）
③
ア
イ
マ

ス
ク
体
験：

見
え
な
い
世
界
を

体
験
し
よ
う
④
点
字
体
験
コ
ー

ナ
ー：

点
字
で
名
前
を
打
っ
て

み
よ
う
⑤
資
料
展
示
・
視
覚
障

害
者
相
談
コ
ー
ナ
ー
／
障
害
福

祉
課
・
内
線
１
１
２
３
ま
で
。

◎
東
大
和
市
障
害
者
理
解
促
進
事
業 

　
「
見
え
な
い
世
界
を
知
ろ
う 

　
　
　
　
　
　
〜
視
覚
障
害
者
と
と
も
に
〜
」 
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金
庫
の
担
当
に
よ
る
創
業
支
援

情
報
の
ご
案
内
や
参
加
者
の
方

か
ら
の
ご
相
談
も
承
り
ま
す
。

　
　

月　

日
貉
午
前　

時
〜
正

１２

１０

１０

午
（
受
付
は
９
時　

分
か
ら
）

３０

／
桜
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
／　
２０

人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
ま

す
）
／
申
込
期
限　
　

月
８
日

１２

豺
午
後
５
時
ま
で
／
申
込
方
法

等
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
／
た
ま
し
ん
創
業
支
援

セ
ン
タ
ー
（
Ｗ
ｉ
ｎ
セ
ン
タ
ー
）

�
０
１
２
０
―　

―　

、
ま
た

７７８

２６５

は
産
業
振
興
課
・
内
線
１
０
７

５
ま
で
。

■
東
大
和
就
職
情
報
室
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　

東
大
和
就
職
情
報
室
（
市
役

所
５
階
）
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

立
川
と
の
共
同
に
よ
り
、
地
域

に
密
着
し
た
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

し
て
職
業
相
談
・
紹
介
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
用

の
パ
ソ
コ
ン
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

立
川
と
同
じ
求
人
情
報
が
検
索

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
内
企
業
の
人
材
募
集

の
取
次
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川

で
受
付
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
時
間　

月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
祝
日
は
除

く
）
／
東
大
和
就
職
情
報
室
・

内
線
１
１
９
４
へ
。

■
東
大
和
警
察
署
か
ら

◎
知
っ
て
い
ま
す
か
？
自
転
車

に
乗
る
と
き
の
正
し
い
ル
ー
ル

　

自
転
車
は
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
利
用
す
る
手
軽
で
便

利
な
乗
り
物
で
す
。
自
転
車
に

乗
る
時
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則　

①
自

転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は

例
外
②
車
道
は
左
側
を
通
行
③

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
自
転

車
は
車
道
寄
り
を
徐
行
④
安
全

ル
ー
ル
を
守
る
（
飲
酒
運
転
・

二
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止
／
夜

間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
／
交
差
点

で
の
信
号
遵
守
と
一
時
停
止
・

安
全
確
認
）
⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
／
こ
ん
な
運
転

も
ル
ー
ル
違
反
で
す
（
傘
さ
し

運
転
／
自
転
車
運
転
中
の
携
帯

電
話
使
用
等
／
自
転
車
運
転
中

の
イ
ヤ
ホ
ン
・
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
の

使
用
）
／
東
大
和
警
察
署
�　
０４２

―　

―
０
１
１
０
へ
。

５６６

■
羽
村
市
自
然
休
暇
村
〜
清
里

・
八
ヶ
岳
少
年
自
然
の
家
〜
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

東
大
和
市
民
の
皆
さ
ん
が
羽

村
市
自
然
休
暇
村
を
利
用
で
き

る
よ
う
、
羽
村
市
と
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す
。こ
の
施
設
は
、

山
梨
県
の
清
里
高
原
に
あ
る
体

験
型
大
型
宿
泊
施
設
で
す
。
天

体
観
測
室
、
体
育
館
、
キ
ャ
ン

プ
場
等
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
季
節
ご
と
に
フ
ェ
ア
等
も

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

予
約
受
付
は
利
用
日
の
３
か

月
前
か
ら
開
始
と
な
り
、
利
用

日
の
１
か
月
前
か
ら
前
日
ま
で

の
予
約
分
は
羽
村
市
民
と
同
一

価
格
で
利
用
で
き
ま
す
。

施
設
の
所
在
地　

山
梨
県
北
杜

市
高
根
町
清
里
３
５
４
５
―
３

８
７
７
／
施
設
案
内
の
配
布
場

所　

市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
、

市
民
生
活
課
（
市
役
所
３
階
）

／
利
用
方
法　

自
然
休
暇
村
�

０
５
５
１
―　

―
４
０
１
７
、

４８

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
―

　

―
４
０
１
７
（
携
帯
電
話
か

４７ら
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）
へ
／

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

■
友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

「
喜
多
方
市
に
出
か
け
よ
う
！
」

◎
上
高
額
（
か
み
た
か
ひ
た
い
）

新
そ
ば
ま
つ
り

　
　

月　

日（
祝
日
）午
前　

時

１１

２３

１０

〜
午
後
３
時
／
喜
多
方
市
上
高

額
公
会
堂
／
一
杯　

円
／
上
高

５００

額
そ
ば
の
会
�
０
２
４
１
―　
２２

―
２
５
７
４

◎
第　

回
塩
川
新
そ
ば
ま
つ
り

１４

　
　

月　

日（
祝
日
）午
前　

時

１１

２３

１０

〜
午
後
３
時
／
喜
多
方
市
塩
川

蔵
史
館
（
く
ら
し
か
ん
）
／
か

け
そ
ば
・
も
り
そ
ば　

円
／
塩

５００

川
新
そ
ば
ま
つ
り
実
行
委
員
会

�
０
２
４
１
―　

―
２
１
２
２

２７

 副鼻腔炎 について
ふくびくうえん

　
　鼻の中は、「鼻腔」という空気の通り道と、

「副鼻腔」という空洞から成り立っていま

す。鼻腔と副鼻腔は「自然口」という細く

て小さな通路でつながっています。代表的

な副鼻腔は「 上顎洞 」と言い、ちょうど左
じょうがくどう

右の頬の骨の中にあります。

　風邪などに感染したあと、鼻腔から自然

口を経て副鼻腔に炎症が拡がった状態を

「副鼻腔炎」と言います。主な症状として、

鼻づまり、黄色く濁った鼻汁、 後鼻漏 （鼻
こ う び ろ う

汁がのどに回る）の他、頭痛、歯痛、眼痛

などを伴うこともあります。症状が長引く

と、物ごとに集中できなくなるなど日常生

活にも支障を来たします。

　内視鏡などで鼻腔を観察すると、粘膜の

腫れや自然口付近の 膿 が見られます。上に
うみ

述べた症状と鼻腔の所見でほぼ副鼻腔炎と

診断できますが、ＣＴなどの画像診断も必

要に応じて行われます。

　耳鼻科外来で行われる局所療法は、まず

鼻腔の清掃です。鼻腔内の分泌物を吸い出

し、さらに腫れて狭くなった自然口を薬液

等で広げます。この処置により、鼻腔と副

鼻腔の換気が改善されます。次にネブライ

ザーという装置を使い、霧状の薬液を鼻腔

から副鼻腔に送り込みます。局所療法は、

複雑に入り込んだ副鼻腔の炎症を改善させ

るのに大変有効な治療法です。

　内服薬として、抗生物質や抗炎症剤など

が処方されます。すぐれた薬剤も登場して

きたため、手術療法は少なくなってきまし

た。しかし、局所療法や内服薬でも効果が

ない場合は、手術を選択する場合もありま

す。手術は、ほとんどが内視鏡を使って行

われるので、患者さんへの負担も少なくな

っています。

公益社団法人東大和市医師会

〈
一
般
書
〉

�
Ｈ
Ｄ
Ｒ
写
真　

魔
法
の
か

け
方
レ
シ
ピ

　
　
　
　
　

石
川 
真
弓 
著

�
家
庭
で
作
れ
る
サ
ル
デ
ー

ニ
ャ
料
理

　
　

フ
ジ
タ 
ト
モ
コ 
料
理

�
京
都
西
陣
イ
ケ
ズ
で
明
る

い
交
際
術

　

京
の
町
家

   
暮
ら
し
の
意
匠
会
議 
編

�
ピ
カ
ソ
の
陶
芸

     
ピ
カ
ソ
’
パ
ブ
ロ 
著

〈
児
童
書
〉

�
お
話
き
か
せ
て
ク
リ
ス
ト

フ 
コ
ー
ン
ウ
ェ
ル
’
ニ
キ 
作

�
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

浜
田 
桂
子 
作

�
あ
き
ち
ゃ
っ
た
！

   
ポ
ー
テ
ィ
ス
’

     
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト 
作

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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※
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
、

喜
多
方
観
光
物
産
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.k
itak

ata-k
an
k
o.jp

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

■
な
ん
が
い
児
童
館
〜
「
な
ん

が
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１

４
」
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売

　
　

月
６
日
貍
に
「
な
ん
が
い

１２
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４
」

を
開
催
し
ま
す
。　

月
５
日
貊

１２

ま
で
の
間
、
な
ん
が
い
児
童
館

で
チ
ケ
ッ
ト
（
１
枚　

円
）
を

１００

販
売
し
て
い
ま
す
。
当
日
の
販

売
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
／
な
ん
が
い
児
童

館
�　

―　

―
２
４
４
１
ま
で
。

０４２

５６７

■
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
「
ミ
ニ

ブ
ル
ー
ム
交
流
カ
フ
ェ
」

　

東
大
和
市
で
は
、
多
摩
信
用

金
庫
と
の
共
催
に
よ
り
、
創
業

に
興
味
の
あ
る
方
、
創
業
を
考

え
て
い
る
方
、
創
業
を
し
て
間

も
な
い
方
へ
の
支
援
と
参
加
者

の
交
流
、
情
報
交
換
等
を
目
的

と
し
た
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

「
ミ
ニ
ブ
ル
ー
ム
交
流
カ
フ
ェ
」

を
開
催
し
ま
す
。
講
演
会
と
ト

ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
多
摩
信
用

　

講
座
は
、
狭
山
緑
地
で
活
動

を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
雑
木
林
の
会
」
の
協
力

で
開
催
し
ま
す
。

　

中
学
生
以
上
で
全
日
程
に
参

加
で
き
る
方
／　

月　

日
貍
・

１２

１３

　

日
貍
午
前　

時
〜
午
後
３
時

２０

１０

（
小
雨
決
行
。
予
備
日：
　

月
１２

　

日
豸
）
／
集
合　

午
前
９
時

２１
　

分：

郷
土
博
物
館
／
郷
土
博

３０物
館
、
市
立
狭
山
緑
地
／　

人
１０

（
申
込
順
）
／
飲
み
物
、
昼
食
、

タ
オ
ル
、
軍
手
／
汚
れ
て
も
よ

い
服
装
（
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
）

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
／
申

込
み　
　

月
１
日
豺
ま
で
に
環

１２

境
課
・
内
線
１
２
７
３
ま
で
。

■
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
開
催
に

伴
い
交
通
規
制
を
行
い
ま
す

　

第　

回
東
大
和
市
ロ
ー
ド
レ

４９

ー
ス
大
会
開
催
に
伴
い
、
東
大

和
南
公
園
周
辺
道
路
を
次
の
と

お
り
交
通
規
制
（
迂
回
の
お
願

い
等
）
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

月
７
日
豸
午
前
８
時　

分

１２

３０

〜
午
後
１
時
頃
（
雨
天
の
場
合

中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

／
交
通
規
制
区
域　

都
立
東
大

和
南
公
園
周
辺
道
路
（
右
下
図

の
と
お
り
）
／
社
会
教
育
課
・

内
線
１
５
５
４
ま
で
。

東大和南公園 

桜が丘 
市民広場 

桜が丘団地 

至
東
大
和
市
駅 

市民 
体育館 

車両交通規制 
車両交通規制 

車線規制の案内図 

□
第　

回
市
民
公
開
講
座
「
不

２７

整
脈
の
治
療
に
つ
い
て
」（
独
立

行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
災
害

医
療
セ
ン
タ
ー
）
／　

月　

日

１１

２２

午
後
２
時
〜
４
時
／
災
害
医
療

セ
ン
タ
ー
地
域
医
療
研
修
セ
ン

タ
ー
（
４
階
研
修
室
）
／　

人
２００

（
申
込
順
）
／
■講
 

高
橋
良
英
／

■申
 
　

月　

日
ま
で
に
電
話
（　

１１

２１

０４２

―　

―
５
５
１
１
）、
フ
ァ
ク
ス

５２６

（　

―　

―
５
７
２
９
）、
メ
ー

０４２

５２６

ル
（ren

k
ei@
td
m
c.h
osp
.g
o.j

p

）で
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
地
域

医
療
連
携
室
へ
。

□
都
立
羽
村
特
別
支
援
学
校
第

　

回
文
化
祭
／　

月　

日
・　

３７

１１

２８

２９

日
午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

１５

５
分
、（　

日
は　

時
か
ら
）
／

２８

１０

都
立
羽
村
特
別
支
援
学
校
各
教

室
及
び
体
育
館
／
知
的
障
害
の

あ
る
児
童
・
生
徒
が
学
ぶ
学
校

で
す
。
小
学
部
・
中
学
部
・
高

等
部
の
舞
台
発
表
（　

日
の
み
）

２９

や
作
品
展
示
・
製
品
販
売
等
を

行
い
ま
す
／
■問
 

都
立
羽
村
特
別

支
援
学
校　

―　

―
０
８
２
９

０４２

５５４

□
自
衛
官
（
陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校
生
徒
）
を
募
集
し
ま

す
／
中
学
校
卒
業
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
前
期
課
程
修
了
者
で
、

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
、　

２７

１５

歳
以
上　

歳
未
満
の
男
子
／
受

１７

付
期
限

推
薦
は　

月
５
日
。

１２

一
般
は
平
成　

年
１
月
９
日
／

２７

試
験
期
日

推
薦
は
平
成　

年
２７

１
月　

日
〜　

日
の
間
で
、
指

１０

１２

定
す
る
１
日
。
一
般
は
平
成　
２７

年
１
月　

日
／
■問
 

防
衛
省
国
分

２４

寺
募
集
案
内
所　

―　

―
１
０

０４２

３２４

１
０

□
都
立
八
王
子
盲
学
校
平
成　
２７

年
度
幼
稚
部
・
高
等
部
入
学
生

募
集
／
幼
稚
部：

３
〜
５
歳
児
、

高
等
部：

普
通
科
及
び
理
療
科

（
は
り
き
ゅ
う
マ
ッ
サ
ー
ジ
師

養
成
課
程
）
／
都
内
在
住
で
視

覚
障
害
の
あ
る
方
／
入
学
相
談

は
平
成　

年
１
月
下
旬
／
■問
 

都

２７

立
八
王
子
盲
学
校
入
学
相
談
担

当　

―　

―
３
２
７
８

０４２

６２３
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●親子で楽しむKids meet 
Jazz!～キッズ・ミート・ジャ
ズ≪当日券販売あります≫
　１１月１６日豸午後２時開演／
大ホール　全席指定／大人
２,０００円、子ども（３歳～中学
生）１,０００円、３歳未満のひざ
上鑑賞は無料です。
●三遊亭円楽独演会≪残席わ
ずかです≫
　１１月３０日豸午後２時開演／
大ホール　全席指定／一般
３,５００円（友の会３,０００円）
●名作ファミリーミュージカ
ル「アルプスの少女ハイジ」
　１２月１４日豸午後２時開演／
大ホール　全席指定／一般

チケット発売中の自主事業

２,５００円（友の会２,２５０円）、３歳
未満のひざ上鑑賞は無料です。
●松谷卓コンサート2015
　数々の映画音楽を手掛ける
若手アーティストのピアノコ
ンサートです。東大和高等学
校吹奏楽部が特別出演します。
　平成２７年２月８日豸午後２
時開演／大ホール　全席指定
／一般２,５００円、学生１,５００円
●野村万作　狂言の会

　人間国宝による狂言公演で
す。「萩大名」「二人袴」の２
曲をお届けします。初めてご
覧になる方にもわかりやすい
解説付きです。
　平成２７年２月２１日貍午後２
時開演／大ホール　全席指定
／ 一般３,５００円（友の会３,０００円）

／出演　野村万作、石田幸雄
ほか
●ダンスパフォーマンス
BATTLE@ハミングホール
　平成２７年１月１８日豸午後２
時開演／大ホール／出場ダン
スチームを募集しています。
詳細は、ハミングホールへお
問い合わせください。

 

●鳥たちからの贈りもの～フ
ルートと笛による～
　１１月２６日貉正午開演／入場
無料／出演　今田由美子、片
岡みゆき、浜田久実、安川友
美

 

　市民を対象とした調整会議
は１２月２日貂午後１時３０分か
ら行います。

ロビーコンサート

１２月の施設利用の申込み
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■
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
案

内
を
行
う
事
業
者
が
変
わ
り
ま

し
た

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
の
ご
案
内

に
つ
い
て
民
間
委
託
を
実
施
し

て
お
り
、
平
成　

年　

月
か
ら

２６

１０

事
業
者
が
左
記
の
と
お
り
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

〈
受
託
事
業
者
〉

�
事
業
者
名　

日
立
ト
リ
プ
ル

ウ
ィ
ン
㈱

�
電
話
番
号　

０
１
２
０
―　
２１１

―　
２３１

　

過
去
２
年
以
内
の
国
民
年
金

加
入
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
納

付
の
確
認
が
で
き
な
い
期
間
が

あ
る
方
に
対
し
て
、
受
託
事
業

者
か
ら
電
話
、
文
書
、
戸
別
訪

問
等
に
よ
り
、
保
険
料
収
納
や

免
除
等
申
請
手
続
き
の
ご
案
内

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
民
間
事
業
者
へ
の
委
託

は
、「
競
争
導
入
に
よ
る
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法

律
」 
に
基
づ
い
て
、 
従
来
官
公
庁

が
行
っ
て
き
た
事
業
に
民
間
事

業
者
が
参
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

民
間
事
業
者
の
創
意
工
夫
や
ノ

ウ
ハ
ウ
の
活
用
で
、
効
率
的
で

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

目
指
す「
市
場
化
テ
ス
ト
事
業
」

の
一
環
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

な
お
、
市
場
化
テ
ス
ト
事
業

の
受
託
事
業
者
に
は
、
個
人
情

報
保
護
の
管
理
を
徹
底
し
て
お

り
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
立
川
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い

　

公
的
年
金
制
度
で
は
、
す
べ

て
の
制
度
に
共
通
し
て
使
用
さ

れ
る
基
礎
年
金
番
号
が
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に
加

入
す
る
と
基
礎
年
金
番
号
が
記

載
さ
れ
た
年
金
手
帳
が
交
付
さ

れ
、
加
入
記
録
や
保
険
料
の
納

付
状
況
な
ど
が
こ
の
番
号
で
登

録
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
手
帳
は
、
年
金
に
関
す

る
手
続
き
の
際
に
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。
年
金
手
帳
を
紛
失

ま
た
は
毀
損
し
た
と
き
は
、
次

の
手
続
き
先
へ
年
金
手
帳
の
再

交
付
を
申
請
し
ま
す
。

�
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

・
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、
市

役
所
ま
た
は
立
川
年
金
事
務
所

へ
。

�
厚
生
年
金
等
の
被
保
険
者
は
、

勤
務
す
る
事
業
所
を
経
由
ま
た

は
直
接
、
事
業
所
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
年
金
事
務
所
へ
。

�
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者

は
、
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
年
金

事
務
所
へ
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号　

０
５
７
０
―　
０５

―
１
１
６
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
〜
金
曜
日 
 
午
前
８
時　
３０

分
〜
午
後
５
時　

分
（
年
末
年

１５

始
、
祝
日
は
除
く
）

�
第
２
土
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
５
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

申込対象月施設名
平成２７年１２月大・小ホール
平成２７年６月その他の施設

�������������������������������������������������

子どもを育む公園
　今年も残すところあとわずかとなりました。
年末に各人がさまざまな目標や希望を抱いて何
かに挑戦している姿は自分自身を飾り、まわり
も元気になっていきます。
　今年の一月頃でしょうか。キンと冷えた風が
吹く中、一人で来たとみられる薄着をした青年
が公園のブランコにゆられしばらくの間、周囲
を眺めていました。風邪をひいてしまうのでは
と思い 挨拶 しながら声をかけてみると、医者を

あいさつ

めざして受験勉強中で気分転換にきたとのこと。
高校球児で足を負傷したことで、同じ思いをし
ている人の役に立ちたいと語る目は未来がとて
も明るく照らされているように希望に満ち錺れ
ていました。
　しばらくすると青年はリフティングに夢中に
なっているサッカー少年の近くまで行き、飛ん
で転がるボールを何度も拾い返していました。
“がんばれ”と送る無言のエールは、周囲もホッ
トな気持ちになりました。
　またある公園ではお菓子のゴミを捨てた年上
の少女たちに低学年の子が「このゴミこのまま
なの？みんなの公園なんだよ。」と精いっぱいの
思いを伝えている姿もみられました。
　公園は子どもにとって大切な居場所でもあり、
新しい友達との出会いや互いに何かを考えさせ
てくれるすてきな場所です。
　東大和市には、こども広場が 19 か所、公園・
緑地が 92 か所もあります。
　なかでも、子どもたちがお気に入りの公園の
中には、おもしろいことに“あだ名”がついて
います。市外の人には通用しない不思議な公園
ネーム。お友達同士しか知らない公園ネーム。
親子世代にわたって引き継がれてきていること
も……寒さが厳しくなる季節ですが、公園に
行った際には、子どもたちにそっと聞いてみる
とホットな気持ちになるかもしれません。好き
な公園ランキングも気になるところですね。　　

　　  （市民記者　黒澤美香）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

古紙含有率 70％再生紙を使用しています

ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414

休日急患診療所 
日曜日と祝日の急患診療を行います。 

科目　内科・小児科  受付　午前10時～11時45分 
場所　休日急患診療所 時間　午後1 時～ 3時45分 

（立野1-1034-2） 電話　042-564-8181

※保険証を持参。なお、○障受給者証、○乳医療証、○子医療証等 
　をお持ちの方は、一緒にご持参ください。駐車場は、子ども 
　家庭支援センター等駐車場をご利用ください。 


